
 

敬
天
愛
人 校

長 

青
山
直
志 

こ
れ
は
、
薩
摩
の
西
郷
隆
盛
が
好

ん
で
使
い
、
よ
く
揮
毫
し
た
言
葉
で

す
。
私
も
薩
摩
は
鹿
児
島
県
の
生
ま

れ
で
、
私
が
卒
業
し
た
中
学
校
の
講

堂
に
は
、
こ
の
言
葉
が
大
き
く
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

ご
存
じ
の
通
り
、
西
郷
隆
盛
は
、

同
じ
薩
摩
の
大
久
保
利
通
、
長
州
の

木
戸
孝
允
と
並
ぶ
「
維
新
の
三
傑
」

で
あ
り
、
こ
こ
江
戸
、
東
京
で
も
、

上
野
の
西
郷
さ
ん
と
し
て
馴
染
み

深
い
存
在
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
で
は
「
西
郷
（
せ
ご
）
ど
ん
」
が

始
ま
り
、
今
、
世
の
中
は
薩
摩
ブ
ー

ム
と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。 

（
外
語
大
卒
の
鈴
木
亮
平
さ
ん
の

鹿
児
島
弁
は
か
な
り
い
い
線
い
っ

て
る
と
思
い
ま
す
。） 

 

敬
天
愛
人
。
天
を
敬
い
、
人
を
愛

す
る
。
「
道
は
天
地
自
然
の
物
に
し

て
、
人
は
こ
れ
を
行
う
も
の
な
れ

ば
、
天
を
敬
す
る
を
目
的
と
す
。
天

は
我
も
同
一
に
愛
し
給
ふ
ゆ
え
、
我

を
愛
す
る
心
を
以
て
人
を
愛
す
る

也
」 

 

西
郷
か
ら
学
ん
だ
様
々
な
教
え

を
世
に
広
め
よ
う
と
、
旧
庄
内
藩
の

人
々
が
発
刊
し
た
「
南
洲
翁
遺
訓
」

に
あ
り
ま
す
。
薩
摩
藩
で
は
な
く
、

庄
内
藩
が
発
刊
し
た
の
で
す
。 

会
津
藩
の
白
虎
隊
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
幕
末
期
、
薩
長
率
い
る
新

政
府
軍
と
旧
幕
府
軍
の
熾
烈
な
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
戊
辰
戦
争
。

庄
内
藩
は
江
戸
薩
摩
藩
邸
焼
き
討

ち
を
行
っ
た
主
力
藩
で
あ
り
、
執
拗

果
敢
に
新
政
府
軍
に
抵
抗
し
た
藩

で
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
極
め
て

寛
大
な
処
分
に
感
激
し
た
人
々
が
、

明
治
の
世
の
中
に
な
っ
て
か
ら
、
東

京
や
鹿
児
島
に
西
郷
を
訪
ね
、
教
え

を
請
う
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

評
価
は
様
々
分
か
れ
る
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
敬
天
愛
人
に

は
、
西
郷
の
自
己
修
養
の
た
め
の
指

針
と
天
命
に
対
す
る
思
想
が
含
ま

れ
て
お
り
、
い
ま
の
「
君
た
ち
は
ど

う
生
き
る
か
」
に
も
通
じ
る
も
の
だ

と
私
は
考
え
ま
す
。
「
天
命
」
を
た

だ
ひ
た
す
ら
に
、
楽
し
み
を
も
っ
て

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
上
手
く

い
く
か
い
か
な
い
か
は
左
程
の
問

題
で
は
な
い
、
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

私
は
教
職
と
い
う
道
を
選
び
、
そ

れ
が
天
命
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
自

ら
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
が
、
楽
し
み

を
も
っ
て
日
々
を
行
っ
て
い
る
こ

と
に
は
、
ほ
ん
の
少
し
の
自
信
が
あ

り
ま
す
。 

六
年
生
は
卒
業
ま
で
、
あ
と
二
ヶ

月
。
校
長
室
で
の
会
食
を
通
し
て
、

一
人
一
人
と
中
学
へ
、
そ
し
て
将
来

へ
向
け
た
話
を
し
て
い
き
ま
す
が
、

ど
う
か
、
子
供
た
ち
が
天
命
と
言
え

る
道
な
り
、
生
き
方
な
り
、
職
業
な

り
に
出
会
い
、
楽
し
み
を
も
っ
て
、

生
き
生
き
と
日
々
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
と

心
か
ら
願
い
ま
す
。 

 

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座 

道
徳
推
進
教
師
・
松
本
美
佐 

今
月
十
日
（
土
）
は
、
学
校
公
開
日
で

す
。
こ
の
日
は
道
徳
の
授
業
を
保
護
者
の

皆
様
や
地
域
の
方
々
に
公
開
し
、
学
校
に

お
け
る
道
徳
教
育
の
あ
り
方
や
家
庭
・
地

域
と
の
連
携
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
合

う
機
会
と
な
る
よ
う
設
定
し
ま
し
た
。 

次
年
度
か
ら
、
道
徳
は
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は

次
の
よ
う
な
内
容
で
実
施
い
た
し
ま
す
。 

第
二
校
時 

道
徳
授
業
（
全
学
級
） 

第
三
校
時 

意
見
交
換
会
（
図
書
室
） 

テ
ー
マ
「
道
徳
の
教
科
化
っ
て
、 

何
が
変
わ
る
の
？
成
績
は
？
」 

講
師 

練
馬
区
教
育
委
員
会 

 
 

 

指
導
主
事 

原 

僚
平
先
生 

 

意
見
交
換
会
で
は
、
道
徳
が
教
科
化
に

至
っ
た
経
緯
、
ど
う
変
わ
る
の
か
、
通
知

表
「
あ
ゆ
み
」
は
ど
う
な
る
の
か
、
本
校

で
の
取
組
等
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
や
今
後
の
こ
と
で
聞

い
て
み
た
い
こ
と
等
、
気
軽
に
お
話
い
た

だ
け
る
よ
う
な
会
に
で
き
た
ら
と
思
い

ま
す
。
二
時
間
目
終
了
後
、
ぜ
ひ
図
書
室

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 
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キッザニア東京 

職業体験 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月避難訓練 予告なし 

 

 

アルミ缶回収日 担当 ４年生 
７日（水）・１４日（水）・２１日（水）・２８日（水） 

２ 月の生活目標 

寒さに負けず 

外で元気に遊びましょう。 
厳しい寒さが続いています。先月の大雪の影響

で、校庭には雪が長く残ってしまい、なかなか外遊

びができないという状況が続いています。元気な子

供たちにとっては、つらいところだとは思います。

校庭の状態がよくなりましたら、思う存分体を動か

してほしいです。寒い日は、まだまだ続きそうです。

休み時間には、みんなを誘って汗をかくくらい遊

び、大いに体を鍛え、病気に負けない体を作ってほ

しいです。もちろん、遊んだ後の、手洗い、うがい

は習慣にしましょう。 

 

【クラブ見学・クラブ体験】 

クラブ担当・小笠原佳輝 

本年度、本校では年間１５回、４年生～６年生が

７つのクラブに分かれ、活動を行っています。１月

２６日(金)には来年度からクラブ活動に参加する

３年生がクラブ見学を行いました。各クラブ、クラ

ブ長を中心に、４分程度でＰＲを行い、それを見た

３年生は活動内容をメモしていました。 

２月１６日(金)には、クラブ体験を行います。３

年生一人一人が体験したいクラブに行き、実際に４

年生～６年生までの児童と共に活動を行います。体

験を通して来年度入りたいクラブを考えていきま

す。自分たちで活動を考え、取り組む楽しさを感じ

ていってほしいと思います。 

 

教務主任・船越泰 

◇読書旬間 ２ 月５ 日(月)～２ 月１ ６ 日(金) 

図書担当・石井祐 

 １月は、図書委員と図書館支援員の盛田先生によ

る「本の福袋」の取組を行いました。何の本が入っ

ているかは、開けてからのお楽しみです。わくわく

しながら、福袋を開ける子どもたちの表情が印象的

でした。普段は手に取らない本を読んでみるきっか

けになったようです。 

 ２月は、冬の読書旬間があります。今回は、「練馬

お話の会」の方々が、各クラスに語り聞かせに来て

くださいます。図書館支援員の盛田先生は、アニマ

シオンやブックトークをしてくださいます。また、

図書委員会がお昼の時間に「物語イントロクイズ」

を行う予定です。これらの取組を通して、子供もた

ちが１冊でも多くの本を手に取ったり、好きな本に

出会ったりするきっかけになるといいなと思ってい

ます。 

給食目標 

じょうずにあとかたづけをしよう 
食育担当・石髙サユリ 

 給食の片付けは、班や給食当番を中心にクラス 

毎に決まりをつくって行っています。 

 食べる時の作法ももちろんですが、片付けもきち

んとできるよう支援していきます。 

 

保健目標 

養護教諭・井上美智子 

心の健康を考えよう 
※詳しくは保健だよりをご覧ください。 

 

日 曜 朝

1 木 中遊

2 金 安指

3 土

4 日

5 月 朝会

6 火 読書

7 水 保健

8 木 読書

9 金 読書

10 土 読書

11 日

12 月

13 火 体育

14 水 ……

15 木 読書

16 金 読書

17 土

18 日

19 月 朝会

20 火 低遊

21 水 児集

22 木 中遊

23 金 高遊

24 土

25 日

26 月 学級

27 火 低遊

28 水 音集

1 木 安指

2 金 音楽

行　　　　　　　　事

委員会

練馬お話の会

新１年保護者説明会　　　　　　　　  読書旬間始

保護者会（１・４年）

保護者会（２・５年）

父母連絡会臨時総会（10:00～家庭科室）

保護者会（３・６年）６年生を送る会・お別れ給食

委員会

学校公開・薬物乱用防止教室６　クラブ

〈教育会発表会のため4時間）

振替休日

建国記念の日

クラブ　モロッコ大使館来校　クラブ体験（３年） 読書旬間終

練馬お話の会  大西中授業公開（６年）

学校公開・道徳授業地区公開講座

珠算教室（3年）

珠算教室（3年）

クラブ　珠算教室（3年）

お別れ球技大会５６

馬頭琴演奏会（２年　１・２ｈ）

生活指導主任・及川勝雄 


